
・2013年11月21日（木）12:30　遠軽ＲＣ通常例会

・司会：ＳＡＡ 成田 弘明 会員　於：ホテルサンシャイン

◇本日のゲスト

　遠軽町役場　農政林務課　高橋　克巳　様

 渡辺　政俊　会長

 木村　一則　幹事
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第２６６０回 例会記録：

　☆開会点鐘　渡辺 政俊会長　☆Ｒソング「我等の生業」

委員会報告

【高橋克巳様と渡辺会長】

会長報告

幹事報告

本日のプログラム
2013年11月28日(木) 12:30

次回のプログラム
2013年12月 5日(木) 12:30

　冬の到来がもう間近にせまっていますが、最近
はすこし穏やかな天気が続いていて、我が家の庭
の冬囲いも終了して後は雪を待つばかりとなりま
した。
　今日はボジョレーヌーボーの解禁日となってい
て夜には食卓に上がる家庭もあるのではないでし
ょうか。
　昨日は、中湧別ロータリークラブの夜間例会に
私と東海林ガバナー補佐・木村幹事・上田エレク
ト･片石会員の5名で参加して来ました。新そば試
食会の名前につられたのですが、先週の合同例会
で「どうですか」との話があったからです。
　上湧別の明光寺(川村寿光会員)が例会場、会員
が自ら打って茹でて食べるために、全員がそろっ
て食べる時間が少なく、あまりお酒を飲む人もい
ないため、遠軽ＲＣのしっかり飲んで食べるイメ
ージとはだいぶ違いましたが、少ない人数で苦労
してやっているのを感じることが出来ました。新
そばもうどんも大変美味しくてお腹一杯頂いて帰
ってきました。【写真下】
　本日の例会はゲスト卓話で遠軽町役場の高橋様
にはどうぞよろしくお願いします。【写真上】

ゲスト卓話
　遠軽警察署長　佐々木　順一　様

◇親睦活動委員会　遠藤　利秀　委員長
　クリスマス家族会のご案内
　多数の方のご出席とチャリティバザー出展品の
ご提供をお願いします。また、奥様方のご参加を
お願いします。

【幌加内の穫れたて、会員が石臼で挽きたて、
　打ちたて、茹でたて、“四たて”そばを堪能！】

 会員卓話　 遠藤　利秀　会員

１．来年6月15日(日)に行われる帯広東ロータリ
　ークラブの創立30周年記念式典の案内が来てい
　ます。出欠は来年2月に改めて確認します。
２．来年5月31日(土)～6月4日(水)に開催される
　国際ロータリー年次大会・シドニー大会の案内
　が来ています。出席される方は資料を渡します
　ので、事務局へお知らせください。
３．第１回ＩＭ実行委員会を11月29日(金)18時よ
　りサンシャイン・パールの間で開催します。
　　欠席の方は11月28日(木)までに事務局へ。
４．次年度役員・理事指名委員会の設置
　　次年度の役員・理事の選考に当たり、指名委
　員会を設置します。メンバーは次の通りです。
　委員長　兼平哲雄会員、委員　竹内徳治会員、
　金谷正一会員、黒坂貴行会員、上田　稔会員
　　指名委員会は、12月12日の年次総会にて、次
　年度の役員・理事を発表願います。



　ゲスト卓話

ニコニコ

ＢＯＸ

出席報告

例会日 会員数
出席計算
会 員 数

出席者数 修正 出席率 無断欠席

11月14日 35 31 21 3 77.4%

11月21日 35 31 25 80.6%

ＵＲＬ：engaru-rc.com
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☆今月会報担当　棚橋　　忠　委員
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出席委員会　竹内 徳治 委員長

☆ 閉 会 点 鐘　渡辺　政俊　会長

本日のプログラム

親睦活動委員会　遠藤 利秀 委員長

　編集・発行　メディア委員会
　委員長　海　野　　　功
　委　員　石井定男( 7･ 8月)
　　　　　上田　稔( 9･10月)
　　　　　棚橋　忠(11･12月)
　　　　　西　清治( 1･ 2月)
　　　　　東海林勉( 3･ 4月)
 　　 　　中川満之( 5･ 6月)

会　　長　 渡　辺　政　俊

副 会 長　 西　　　清　治

会長ｴﾚｸﾄ　 上　田　　　稔

幹　　事　 木　村　一　則

会　　計　 遠　山　　　博

Ｓ Ａ Ａ　 成　田　弘　明

〒099-0415
北海道紋別郡遠軽町岩見通南２丁目
　　遠 軽 商 工 会 議 所 内
Tel 0158-42-5201  Fax 42-5134
E-mail  re1959@engaru-cci.or.jp

北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目
　　ホテル　サンシャイン
Tel 0158-42-1151  Fax 42-1151
毎週木曜日　12:30～13:30
第3木曜日は夜間例会(18:00～19:00)

　　　　　　　　　　　　　　　　　 累計 240,000円

　ウチダザリガニは外国から持ち込まれた生き物
で、日本の生態系に大きな影響を与える生き物と
して、様々な規制がかけられています。現在では
道内の広い範囲で生息が確認され､各地で防除(駆
除)活動が行われています。
　遠軽でもウチダザリガニの駆除を実施していま
すが、捕獲作業終了後は、使用した長靴・網・ワ
ナは消毒します。これはウチダザリガニがザリガ
ニペストという水カビ菌を持っている可能性があ
り､ニホンザリガニに感染すると100％の確率で死
に至ることが実験で証明されています。

　もともと食べるために持ち込まれたザリガニで
すので、食べてあげることが何よりの供養と考え
ています。

　環境省は；これ以上、悪影響を与える外来生物
を「入れない」、飼っている外来生物を「捨てな
い」、定着してしまった外来生物をこれ以上ほか
の場所には「広めない」という外来生物被害予防
３原則を提唱しています。外来生物の防除だけで
は生物多様性を守ることはできません。

　非常に当り前のことですが、ゴミは捨てないこ
とや、ペット動物は最後まで責任もって飼育し、
野外に捨てないことも、生物多様性を守るために
重要なことになります。

 遠軽町経済部 農政林務課 林務担当主査
　　　　　高橋 克巳 様（道庁から地域振興派遣）

　遠軽町は、生物多様性地域戦略（保全計画）の
策定を平成24年度から目指しています。
　遠軽町も自然環境が豊かな町です。何千年・何
万年という長い時間をかけて、現在の生物多様性
が育まれてきましたが、その生物多様性に「４つ
の危機」が迫っていると言われています。
　１：開発行為による生態系の破壊
　２：人が自然の手入れを怠ったための影響
　３：外来種の持ち込みによる生態系の破壊
　４：地球温暖化のような地球環境の変化

　本日は第３の危機＝法律により特定外来生物に
指定されているウチダザリガニ防除の取組み等に
ついてお話しします。

　日本にはアメリカ・・､ニホン・・､ウチダ・・
の３種のザリガニが生息しています。【写真】
　ウチダザリガニはアメリカから人間の食用とし
て試験的に、北海道には1930年に摩周湖に導入さ
れました。汚いドブ川のような場所でも生きてい
くことができ､冷涼な気候の北海道に適しており､
道内各地で生息域を拡大しており問題視されてい
ます。今では遠軽市街地の湧別川でも確認されて
います。
　ニホンザリガニはその名のとおり、日本にもと
もといるただ１種の「在来種」です。生息地は北
海道と東北の北部に限られ、湧水があり食料とな
る落葉樹の森などで見ることができます。これが
生息しているということは、その森は良好な自然
が保たれている証拠と言えるかもしれません。森
の神様のような存在です。この生息環境を守るこ
とは、とても大切なことなのです。

河原　英男会員　遠軽町教育委員会　教育長再任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,000円
石井　定男会員　北海道神社庁表彰受ける　　2,000円
山田　荘一会員　母が100歳になりました　 　2,000円

　　　　　　　　　　　　　　　　　 合計   9,000円


